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【研究分野】
【キーワード】
【U R L】

埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

⼩児看護学、看護職の継続教育

添⽥ 啓⼦ 教授

セルフケア能⼒、ケア能⼒、⼩児、リフレクション、看護過程
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=133soe

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

⼩児医療施設にセルフケア理論を取り⼊れる組織的教育介⼊を⾏い、看護師の
認識・実践の変化を進め、⼦どものセルフケア能⼒/親のケア能⼒の獲得を⽀援す
る理論の考え⽅を定着させるための研究を⾏ています。介⼊の効果は、看護師の
認識・実践の変化、 看護過程の変化、⼦どものセルフケア能⼒/親のケア能⼒が
⾼められたかを評価することを⽬的としました。看護部との合同プロジェクトに
より、学習会、事例検討会を⾏い、施設の看護過程の変⾰を⾏うとともに、看護
記録監査の変更、事例検討カンファレンスの定着を⽬指して、介⼊を⾏っていま
す。

 セルフケア看護理論を使った看護師の研修、⼩児の事例検討会、カンファレン
スの活性化、リフレクション、質的研究についてでしたら、研修や指導が可能
です。

 ⽇本⼩児看護学会評議員、専任査読者

 看護職の継続教育として、セルフケア看護理論を取り⼊れたアセスメント、看
護過程の考え⽅

 養護教諭と看護教員の協働について
 ⼩児看護領域の事例検討、など

研 究 紹 介
1. 親のケア能⼒、⼦どものセルフケア能⼒獲得を⽀援する看護師の教育・指導⼒
2. オレムのセルフケア理論を基盤としたこどもセルフケア看護理論の構築
3. 幼児の術後回復を促す看護の相互作⽤
4. ⼩児看護学の教育に関する研究
5. ⼦どものセルフケア、親のケア能⼒獲得を⽀援する看護師の教育指導⼒の定着

・評価
6. 「こどもの⽣活と発達の⾒えづらさ」に着⽬した状況特定理論の構築

こどもセルフケア看護理論の臨床への応⽤
看護学科


